
技術分野ワークシート①                                    

   組   番 名前                   

いよいよ現実に いまある自動運転の姿から未来を見る 

今回の授業全体を通してあなたに目指してほしい姿 

 

 これまでの学びは，あなた自身でロボットを目的にそってリモートコントロールしたものを実現させてきまし

た。今度のキーワードは【自動】です。 

 毎日の生活の中で＜自動化されているもの，仕組み＞を多く挙げてみてください。 

あなたの考え 学級で出てきた考え 

  

 

 実は 2020 年はひとつのターニングポイント。大きなイベントとして・・・オリ・パラが盛んにニュースに 

 

 そこで実際に目の当たりにする姿として・・・いまのあなたのイメージを以下に書き出してみよう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリンピック・パラリンピックで実用化されるロボット・自動運転の技術の一例 

 
技能や表現について 

 活動をする上で協力する姿や 

 社会とのかかわりについて 

自分を振り返ったり，新たなことを 

つくりだしたりしていく姿勢について 

目

指

し

た

い

姿 

・自動運転の再現のために必
要な工程を考え，それをプロ
グラミングによって再現させ
ている。 
・自動運転の再現を通して，課
題解決のために必要な知識や
技能，工夫をどのようにした
らいいか，考えを深めている。 

・自動運転の再現を通して，実際  
 に実現に動いた企業の努力や 
 社会的な背景について，思いを 
 巡らせている。 
・技術の発展や発明に関して， 
 その背景に考えが及ぶ。 

・自動運転の再現を通して，新たな技
術に対する見方や，今後どのような
発展があるのか，技術と社会や環
境を結び付けて，どのように人間が
技術を扱っていくべきかを考える
ことができる。 

自動運転 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

   

 

 

 

 

 

https://tokyo2020.org/jp/games/vision/innovation/          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/29933339.html 

これらの基本となるものは電気自動車 

 

 

     バッテリー  

   モータ  

          コントローラ がキー
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世の中の自動運転にかかわる仕組みや流れ 

 

経済産業省のWebサイト https://www.safety-support-car.go.jp/ より 
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https://www.safety-support-car.go.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

官民 ITS 構想・ロードマップ 2019 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20190607/siryou9.pdfより 

 ☆自動運転にはレベルがある いま多くの販売されている自動車に搭載されている機能は 

               レベル 2 と呼ばれている技術までがほとんど 
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